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１．研究目的 
 仏教彫刻史研究では、研究対象の作品の制作年代、作者、制作背景を明らかにしようとする時、
研究対象の作品を基準作品と比較する方法が有効である。実作品あるいはそれを撮影した画像資
料を見比べ、共通点、相違点などを見つけることで結論を導き、あわせて作品の価値を見出すと
いう方法である。この作品検討では客観的な比較方法が必要であり、その結果も可能な限り客観
的に提示することが重要である。そのために、今回の研究では対象作品を客観的に把握し、その
結果を正確に提示する方法として、近年、人物の判別に使用されている顔認識システムをとりあ
げ、それが仏教彫刻作品の研究に有効であるのか、その可能性を検討したい。 
 顔認識システムは「画像から人の顔の特徴を抽出して識別する技術。目鼻の相対的な位置や顔
の輪郭などを数値化したデータベースと照合することで、人物を特定する」(注 1)ものであり、
現在はごく身近な日常の場面でも利用されている。 
 顔認識システムを彫刻作品に利用することは、これまでほとんどおこなわれたことがなく、今
回、この研究の有効性を確かめることは、今後の仏教彫刻史研究にとってきわめて重要な課題で
あると考える。 
２．研究方法 
 顔認識の技術は、対象とする画像の中から顔の領域を検出し、その顔の領域内で顔の部位を検
出し(性別・年齢等を判定)、すでに登録されている他の画像との照合をおこない、相互の類似度
を算出して、対象とする画像が登録されている他の画像と同じものであるかどうかを識別する（注
2）。 
 今回、顔認識システムを彫刻作品の同定に利用するにあたっては、一般に流通している比較的
入手しやすいソフトウエアを使用し、この研究への有効性を検証する。検証に使用するソフトウ
エアは(1)Picasa3、(2)Photoshop Lightroom CCである。 
 (1)Picasa3の検証 
 Googleの無料写真編集・共有ソフトウエアである。Picasa3による顔認識は、画像を読み込み、
顔を検出する。検出した顔に名前を付けると、名前毎のグループに分けて表示される。名前を付
けていない顔は、Picasa3が類似していると判断したグループに候補として表示される。設定は、
顔の検出を有効にする、候補を有効にする、にチェックを入れ、候補のしきい値、グループ化の
しきい値を最も低い 50とした。以下、①～④の順に検証をおこなった。 
 ① 文治元年(1185)～正慶 2年(1333)(注 3)に制作された基準作品のうち、如来、菩薩像(木・
銅・石・鉄造。ただし仮面類と京都府妙法院千体千手観音像は除く)を選び、顔正面または顔正面
を含む全身を写した画像(デジタル画像、カラー及びモノクロームプリント)を考察対象とした。
この条件を満たした作品数は 434体分 434枚である(注 4)。この 434枚のうち、検出された画像
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は 155枚であった。次に、この 155枚を作者別に名前を付けてグループ分けした。作者が不明の
作品には「ナシ」と名前を付けた。最も多いグループはナシで 434枚中 285枚あり、そのうち 66
枚を検出した。次は快慶作品で 434枚中 36枚あり、そのうち 15枚を、善円または善慶(同一仏師
とみなされている)作品は 434枚中 7枚あり、そのうち 6枚を、それぞれ検出した(表 1)。 
 ② 前述したように、①で名前を付けると、次に読み込んだ画像の顔を Picasa3 が類似してい
ると判断した名前毎のグループに候補として自動的に表示される。この機能を利用し、制作年代
及び作者が不明な作品を読み込んで、その結果を見た。京都府醍醐寺金堂安置の薬師如来及び両
脇侍像は鎌倉時代 1230年代頃の仏師善円の作である可能性が指摘される作品である(注 5)。また、
京都府法界寺日光・月光菩薩像は作風と寺の歴史から鎌倉時代正安 3 年(1301)以後間もない頃の
制作と考えられる作品である(注 6)。この 5 体の画像を Picasa3 に読み込むと、醍醐寺薬師如来
像とその右脇侍像、及び法界寺日光菩薩像は快慶作品のグループに候補として表示され、法界寺
月光菩薩像はどのグループにも入らなかった。醍醐寺左脇侍像は検出しなかった。 
 ③ 天部及び明王像のうち、忿怒形の作品 196 体分 196 枚を、その他の条件を①の如来、菩薩
像の場合と同様に設定して検証したところ、6 枚を検出した。建長 8 年(1256)奈良国立博物館快
成作愛染明王像は善円・善慶作品に、正嘉元年(1257)愛知県浄土寺上佐(ママ)賢定・聖賢作十二
神将像のうち亥神像、及び弘安 8 年(1285)京都府勝持寺慶秀等作金剛力士像のうち阿形像は運慶
作品に、建仁 3 年(1203)京都府醍醐寺快慶作不動明王像は康俊のグループに、それぞれ候補とし
て表示された。正嘉元年愛知県浄土寺上佐賢定・聖賢作十二神将像のうち辰神像、及び文永 3 年
(1266)滋賀県長命寺四天王像のうち多聞天像はどのグループにも入らなかった。 
 ④ 京都府醍醐寺倶生神像は、研究代表者自身の研究によって快慶もしくは快慶工房の作と推
定している作品である。この像を検証したところ、快慶作としては検出しなかった。本像は彩色
の剥落が著しく、彫刻された凹凸のみによって目、頬の位置、大きさがわかる状態であることが
原因の一つではないかと考え、倶生神像の目に白目は白色、黒目は黒色、その輪郭に赤色を描き
加えた画像を作成して再度検証したが、検出しなかった。 
 (2)Photoshop Lightroom CCの検証(以下 Lightroomとする) 
 アドビシステムズの有料写真編集ソフトウエアである。Lightroom による顔認識機能は、顔検
出をオンに設定し写真を読み込み、顔を検出する。検出した顔に名前を付けると、名前毎のグル
ープに分けて表示する。名前を付けていない顔は、Lightroom が類似していると判断した候補の
名前を表示する。Lightroomで(1)の場合と同様の検証をおこなった。 
 ① 434枚のうち 259枚を検出した。259枚を作者別に分類すると、最も多いグループはナシで
そのうち 116枚を検出した。次は快慶作品で 29枚を、運慶、行快作品は 7枚を、それぞれ検出し
た(表 1)。 
 ② 醍醐寺金堂薬師如来像は仏師堯円または快慶が候補として表示され、その両脇侍像、及び
法界寺日光菩薩像は検出したが「？」として候補名は表示されず、月光菩薩像はナシを候補とし
て表示された。 
 ③ 天部及び明王像のうち、忿怒形の作品は、196枚中 17枚を検出した。建暦元年(1211)滋賀
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県金剛輪寺源守永作毘沙門天像は仏師康勝に、文永 3 年(1266)滋賀県長命寺四天王像のうち多聞
天は仏師康清に、弘安 3 年(1279)福島県勝福寺永慶・長□・長□作毘沙門天像は仏師妙海に、そ
れぞれ候補として表示され、その他は「？」として候補名は表示されなかった。群像としてまと
まって検出されたのは、正嘉元年愛知県浄土寺上佐賢定・聖賢作十二神将像のうち辰、未、申、
亥神像であった。 
 ④ 醍醐寺倶生神像は目などを描き加えた画像を含めて、検出しなかった。 
３．研究成果と公表 
今回の研究によって、鎌倉時代の彫刻作品の顔が実際の人間の顔と同じように顔認識システム
によって検出されることが明らかになった。如来、菩薩像の検出は思っていた以上の成果であり、
あらためて仏像の顔の表現が人間の顔にきわめて近い造形であることが再認識された。 
2.研究方法(1)の②、及び(2)の②、において検証した作者の特定結果については多くの課題が
残る。作者別で分けた際、ナシのグループは作者がわからない作品をひとつにまとめたグループ
であるため、もっとも大まかなグループである。当初の想定ではそのナシに醍醐寺像、法界寺像
が候補として表示される可能性を考えていたが、ナシに分類される作品が(1)ではなく、(2)では
1枚のみであったことはとても興味深い。 
天部、明王像の忿怒形の顔は、人の顔に近いとはかならずしも言いがたく、そのために如来、
菩薩像の顔よりも検出される数が少なかったと考えられる。 
今回の検証は、一般に使用されている顔認識システムを彫刻作品に活用することが可能か、と
いうことを一つの重要な目的としておこなった。そのために、2 種類のソフトウエアにおける検
出結果の相違については、それぞれの顔認識機能のプログラムによる違いであると考えられるが、
そのプログラムの詳細な内容は、一般には非公開であるために、ソフトウエア自体の詳しい特徴
や相違点を検討することは難しい。しかしながら今回の検証結果は、これまで検討されたことが
なかった仏教彫刻作品への顔認識システムの利用について、あらたな一歩を踏み出すことができ
たのではないかと思う。 
なお、今回の研究成果の公表については学内学術研究発表会での口頭発表、大正大学大学院研
究論集への投稿を考えている。 
 
(注 1)デジタル大辞泉 
(注 2)堀田一弘「1.顔認識の研究動向」、今岡仁「3.顔による個人認証技術と応用」、佐部浩太郎
「5.コンシューマエレクトロニクス(CE)機器における顔画像認識応用」(『映像情報メディア学会
誌』Vol.64,No.4、平成 22年) 
(注 3)水野敬三郎監修『カラー版 日本仏像史』(平成 14年、美術出版社)によった。 
(注 4)水野敬三郎他編『日本彫刻史基礎資料集成 鎌倉時代 造像銘記篇』一～一三巻(平成 15
～29 年、中央公論美術出版)をはじめとして、各種展覧会図録、美術全集、研究報告書などから
画像を複製して用いた。また、作品を直接撮影した画像は大正大学副島弘道研究室及び副島弘道
氏所蔵のものを許可を得て用いた。 
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(注 5)山本勉「薬師三尊像 金堂所在」(『醍醐寺大観』第一巻、平成 14年、岩波書店) 
(注 6)中野玄三「43・44 日光・月光菩薩像」(『古寺巡礼 京都 29 法界寺』昭和 53 年、淡交
社) 
 
表 1 鎌倉時代基準作品のうち如来・菩薩像を顔認識システムが検出した結果 
作者 全体(434体)
に占める数 
Picasa3検出(155
体)に占める数 
Photoshop Lightroom 
CC検出(259体)に占め
る数 
ナシ(作者不明の作品) 285 66 116 
快慶 36 15 29 
善円・善慶 7 6 4 
行快 7 5 7 
運慶 7 4 7 
定慶 7 4 3 
妙海 7 2 2 
院保 4 3 3 
快成 4 2 3 
実慶 4 0 1 
興阿弥陀仏 3 3 2 
宗慶(その 1)建久 7 
(1196)埼玉県保寧寺像 
3 2 3 
賀茂延時 3 
 
2 
 
2 
 康勝 
大工権守□長 
蓮上、新蓮 3 2 0 
寛慶 3 1 3 
周防法橋 
覚尊 3 1 2 
覚俊 3 0 2 
院玄 3 0 1 
院吉 2 
 
1 
 
2 
 院豪 
院明 
院誉 
賢光 
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院春 2 
 
0 
 
2 
 院□ 
定円 
康俊 2 1 1 
□海 2 0 2 
光高 2 1 0 
経円 2 0 1 
院芸 1 
 
1 
 
1 
 永実 
円覚 
快円 
堯円 
慶俊 
慶厳 
幸運、幸賢 
興慶等 
康信 
宗円 
集賢 
大進等 
能尊 
藤原光高 
良円 
永仙 1 
 
1 
 
0 
 行□ 
覚慶等 
光慶 
幸千 
寿賢 
宗慶(その 2)保治 2 
(1248)福岡県誓願寺像 
湛慶 
良覚 
院慶 1 
 
0 
 
1 
 院興 
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院浄 
院智 
院範 
行慶、行阿弥 
行心 
慶円 
源覚 
康円等 
康慶 
俊乗、増慶等 
性慶 
定運等 
西智 
成弁 
千阿弥陀仏 
湛真 
朝賢 
万阿弥陀仏 
琳厳、長尊 
蓮上 
 
